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またそれにもまして、もはやないもの
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は、私たちの生活世界を構造化している象徴的なもの
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（l’imaginaire）である。またシューマンの懇願の宛先、シューマンが
しがみついた「微かな音」をそれぞれ、「A」（大文字の他者）、「対象a」といった概念でモデ
ル化する誘惑にかられる。だが、そうした作業を有効に進めるためには、もう少しシューマン
の具体的な作品にとどまって、その分析を続ける必要があるだろう。本稿で具体的資料とした
のは、わずかに≪幻想曲≫第１楽章の構造および冒頭部のリズムであるが、同じリズム的特徴
は同時期のシューマンの手になる別の作品、とりわけ≪クライスレリアーナ≫（op.16）第１曲、
「ピアノ・ソナタ」第２番（op.22）第１楽章などに、さらに複雑なかたちで見いだされる。また、
時間的なずれというリズム的特徴だけが重要なわけではない。別のさまざまな音楽的要素もま
た「微かな音」として聴かれるのである。そしてさらにいえば、本稿で「シューマン」と名指
してきたものは、果たして、あのロベルト・シューマンに限定されるのだろうか。なべて音楽
の経験というものは、程度の差こそあれ、表象性の手前の、あるいは表象性の彼方に向けられ
ているのではないか。以上を前提に、より周到な準備のもと、あらためて問題を提起すること
としたい。
注
１）Pascal Quignard, Tous les matins du monde, Éditions Gallimard, Paris, 1991〔パスカル・キニャール
『めぐり逢う朝』高橋啓訳、早川書房、1992年〕. この作品は、小説の出版とほぼ同時にアラン・コル
ノー（Alain Corneau）監督によって映画化されている。なお小説および映画タイトルの原題は、「世
界のすべての朝（は…）」といったところである。
２）ibid. p.113.
３）音楽のこうした“経験ならざる経験”を、音楽の美学あるいは哲学は単純に無視してきたわけではない。
また西洋の文学や、非西洋の思想や文学において事情はどうなっているのか。これの点はいずれ議論
を補いたい。
４）たとえば以下のものを参照。Roland Barthes,“Aimer Schumann”in L’obvie et  l’obtus, Éditions 
de Seuil, Paris, 1982〔ロラン・バルト「シューマンを愛する」、『第三の意味――映像と演劇と音楽
と――』所収、沢崎浩平訳、みすず書房、1984年〕、新宮一成「ロベルト・シューマン、沈黙と幻
聴」（『無意識の組曲』所収、岩波書店、1997年）、高橋悠治『ロベルト・シューマン』（青土社、1978
年）、Michel Schneider, La tombée du jour: Schumann, Seuil, 1989〔ミシェル・シュネデール『シュー
マン――黄昏のアリア』千葉文夫訳、筑摩書房、1993年〕、Slavoy Žižek, Robert Schumann:“The 
Romantic Anti-Humanist”in The Plague of Fantasies, Verso, 1997〔スラヴォイ・ジジェク「ロベル
ト・シューマン――ロマン派反人間主義者」、『幻想の感染』所収、松浦俊輔訳、青土社、1999年〕など。
ここでは立ち入れないが、19世紀後半以降の西洋の知識人のなかの“シューマン贔屓”の系譜を作っ
てみると面白いだろう。その中の一人、若きニーチェはシューマンの≪幻想小曲集≫と≪子供の情景
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≫を「生活の必需品」とまで呼んでいた（「フランチスカとエリザベート・ニーチェへの手紙、1863
年9月6日付」『ニーチェ書簡集Ⅰ』塚越敏訳、43頁、ちくま学芸文庫、1994年）。
５）シューマンがおそらく統合失調症圏の人であったことは、ここでの議論とさしあたり無関係であるが、
シューマンの音楽と病歴の関連については Udo Rauchfleisch, Robert Schumann: Leben und Werk; 
eine Psychobiographie, W. Kohlhammer GmbH, 1990〔ウード・ラオホフライシュ『ローベルト・シュー
マン――引き裂かれた精神』井上節子訳、音楽之友社、1995年〕を参照のこと。
６）本稿は音楽学的な意味で個別作品の分析ではなく、作品分析をヒントに音楽についての思想的考察を
試みた研究ノートである。作品分析は考察のテーマに直接かかわりのある範囲に限られており、また
思想的考察については、方法論的に十分な定礎がなされていない。このような段階で敢えて研究ノー
トとして公表するのは忸怩たるものがあるが、分野的に位置づけが困難なこの問題について、広く音
楽的に関心を共有する方々の批判を仰ぎたい。
７）すでに行論から明らかな通り、本稿では絶対音楽／標題音楽といった対立は前提としていない。いわ
ゆる絶対音楽であるか標題音楽であるかにかかわらず、音楽が表象性あるいは表現性をもつことは、
ここでは当然の前提である。なお、本稿では、subject, subjectivity（英語）、sujet, subjectivité（フラ
ンス語）、Subjekt, Subjektivität（ドイツ語）に相当する語として、「主体」「主体性」と「主観」「主観性」
を区別なく用いている。また、その意味は厳密なものではなく、文脈によっては、本来「主観」や「主
体」とは無関係な（心理的な）「自我」、あるいは「内面性」「私」といった日常的な語彙に通じるよ
うな意味合いで用いている
８）音楽の表象性の問題一般にここで立ち入ることはできないが、次の２点を指摘しておきたい。
　　　まず、音楽の表象性は一般的な換喩性を前提にしていることである。たとえば、あるメロディーが
悲しいということ（あるいは、あるメロディーが悲しく、別のメロディーは喜ばしいということ）が
成り立つためには、聴覚的なものと感情的なものとの間に一定の換喩的関係が存在しなければならな
い。歌曲に見られる音と言葉の結合は、それが調和的（＝慣習的）であるにせよ非調和的（＝異化的）
であるにせよ、そのような換喩的関係の複雑なシステムを前提にしている。音楽の表象性を検討する
上では、当然のことながら、さまざまなジャンルの歌曲（テクストに関連づけられた音楽作品）の分
析が有用である。ただ、一般的な換喩性を保証する機能の最終的な担い手は、相互感覚的（・運動的）
システムとしての身体を措いて他にはない。
　　　他方で、いかに表象的な音楽であっても、その表象の内容を一義的に決定することは不可能であり、
むしろその不可能性こそが音楽を音楽たらしめていることである。音楽は、もっとも抽象的なレベル
で考えるなら、実用的世界から切り離されたある音の形が、音そのもの以上・以外のものを指示しう
ることによって成立する。音楽の面白い点は、したがって、それは必ずなにかを意味しているのに、
それが何であるかは（最終的には）決定不可能であるという点にある。そして、そこに演奏や聴取の
自由が生まれる。表現される意味の非決定性が意味生成の条件をなすのは音楽に限ったことではない
が、その解釈的自由（解釈はあくまでも蓋然的なものにとどまる）とその迫真性（解釈はしばしば必
然的なものと感じられる）は音楽において際立っている。能管や鼓の一音が、突然、圧倒的な説得力
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をもって、ひとつの人生の象徴と感じられるような事態が出来する所以である。
　　　以上の論点についても、いずれ稿を改めて主題的に論じることにしたい。なお、音楽の表象性の決
定不可能な性格についての標準的な理解については、Charles Rosen（2010）, Music and Sentiment, 
Yale University Press〔チャールズ・ローゼン『音楽と感情』朝倉和子訳、みすず書房、2011年〕な
どを参照。
９）バラードは本来、中世フランスを中心とする世俗歌曲および詩の形式であるが、英語ではこの意味で
のバラード（ballade）と、民間伝承の物語詩を意味するバラッド（ballad）が区別される。ショパン
が用いたフランス語にはこの区別がないが、ショパンの作品には物語的な内容も示唆されているから、
本来は英語の意味でのバラッドに近いと思われる。ただ、音楽的内容としては、物語的あるいはドラ
マ的な性格はいわば折り畳まれた状態になっており、叙事的である以上に、はるかに叙情的である。
この点、今日のポピュラー音楽にいう意味でのバラードに近いかもしれない。
10）もっとも、ショパン自身は作品の内容を言語化して解釈するような批評には、職人的な立場から、む
しろ嘲弄的であった。興味ぶかいことに、そうしたショパンの発言が記録されているのは、ショパン
の≪ラ・チ・ダレム変奏曲≫（op.2）を絶賛するシューマンの批評（「諸君、脱帽せよ！ 天才だ」と
いう文句で有名な『新音楽時報』1831年12月7日号の記事）に対してである（「このドイツ人の空想に
は死ぬほど笑わされた」―1831年12月12日付ヴォイチェホフスキへの手紙）。なお、それぞれ性格の
異なった４曲のバラードに優劣をつけることはできないが、対位法的な処理が目立つのは、もっとも
完成度が高いとされる第４番のバラードである。ここでは複数の旋律線が語りの多義性を感じさせる
ばかりでなく、メロディーの中のある音の動きが、リズムや音程や和声が織りなす複雑なテクスチュ
アの中で、緊張を強化する方向性をもった動きであるのか、逆に緊張を緩和するものなのか、一義的
に決定できないといった事態を目立った形で引き起こしている。こうした、いわば音楽的テクストに
内在する過剰決定（＝重層決定 sur-détermination）は、演奏や聴取の自由の余地を担保するだけでな
く、音楽的意味生成の条件でもある決定不可能性の典型である。
11）岡田暁生『音楽の聴き方』（中公新書、2009年）、10頁ほか参照。
12）同じシュレーゲルの詩にはシューベルトも作曲している（D.646「茂み」）。
13）ソナタ形式の展開部がこの曲のどの部分に当たるのかがという問題が、近年、研究者たちの頭を悩ま
してきた。ジョン・ダヴェリオ「シューマン≪幻想曲≫（op.17）とアラベスク」（『思想』2010年12月
号「シューマン生誕二〇〇年」、岩波書店、2010年、66-92頁）を参照。
14）歌詞は医師アロイス・ヤイテレス（Alois Isidor Jeitteles, 1794-1858）による。なお、ベートーヴェン
からの引用そのものは、シューマン研究の上で常識に属するはずであるが、本作品の楽曲分析や意味
的な検討の上で、その重要さに注目した論攷は寡聞にして知らない。一般の楽曲の手引きなどでも、
「引用」の事実を指摘する以上のものは見当たらない。
15）音型は C ・ As ・ As である。クララ Clara の最初の子音はドイツ式の音名でそのままＣとなり、続
く la をイタリア式の音名と解釈すると As になる。もっとも３音目は ra を la と読み替えなければなら
ない。
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16）ここで遡及的展開と述べたシューマンの作曲上の方法については、改めて論じたい。ここでは、同じ
方法が、シューマンの作品のなかでももっとも有名なもののひとつである、ハイネの詩にもとづく「二
人の擲弾兵 Die beiden Grenadiere」（≪リートとロマンス第２集≫（op.49）第１曲）にも見られるこ
とを指摘しておく。この曲では「ラ・マルセイエーズ」が単に引用されるのでなく、遡及的に曲全体
のモチーフとなっている。
17）ここで扱うのは、ふつうの意味で「リズム」と呼ばれるものとは少々異なっている。ここでは暫定的
にこの時間構造を「ずれ」等の言葉で記述する。
18）新宮一成、前掲書、p.170参照。この点で新宮氏はシューマンの音楽をヴェーベルンのそれに比較して
いるが、けだし正論である。しかし、この音楽上の親和性をどのように客観的な議論の遡上に載せる
かは、今後の課題である。
参考文献
Quignard, Pascal （1991）, Tous les matins du monde, Éditions Gallimard〔パスカル・キニャール『めぐり
逢う朝』高橋啓訳、早川書房、1992年〕.
Rauchfleisch, Udo （1990）, Robert Schumann: Leben und Werk; eine Psychobiographie, W. Kohlhammer 
GmbH〔ウード・ラオホフライシュ『ローベルト・シューマン――引き裂かれた精神』井上節子訳、
音楽之友社、1995年〕.
Rosen, Charles （2010）, Music and Sentiment, Yale University Press〔チャールズ・ローゼン『音楽と感情』
朝倉和子訳、みすず書房、2011年〕.
Schneider, Michel （1989）, La tombée du jour: Schumann, Seuil〔ミシェル・シュネデール『シューマン
――黄昏のアリア』千葉文夫訳、筑摩書房、1993年〕.
Žižek, Slavoy （1997）, Robert Schumann:“The Romantic Anti-Humanist”in The Plague of Fantasies, 
Verso〔スラヴォイ・ジジェク「ロベルト・シューマン――ロマン派反人間主義者」、『幻想の感染』所収、
松浦俊輔訳、青土社、1999年〕.
岡田暁生『音楽の聴き方』、中公新書、2009年。
新宮一成「ロベルト・シューマン、沈黙と幻聴」『無意識の組曲』、岩波書店、1997年。
ダヴェリオ、ジョン「シューマン≪幻想曲≫（op.17）とアラベスク」堀朋平訳、『思想』2010年12月号「シュー
マン生誕二〇〇年」、岩波書店、2010年、66-92頁。
高橋悠治『ロベルト・シューマン』、青土社、1978年。
（やすかわ・けいじ　国際言語学部准教授）
